




要  約

 双胎 136 例について分娩前後の antithrombinⅢ (AT-Ⅲ)活性,血小板数,ならびに AST

(aspartate transaminase)値を検討した。妊娠中毒症(中毒症)は 40 例(29%)に合併した。

AT-Ⅲ値と血小板数は中毒症の有無と関係なく,分娩まで減少し続け分娩後,急速に反跳し

た。分娩前に 16 例が低 AT-Ⅲ  (活性<65%)血症,4 例が血小板減少症(<100×109/L) ,1 例

が低 AT-Ⅲ血症と血小板減少症を示した。これら 21 例中 6例(29%)が中毒症を,13 例(62%)

が分娩前後に AST 異常値を示した。これら AST 異常値を示した 13 例は HELLP 症候群初期

状態と考えられたが,うち 8例は中毒症もなくまた血小板減少症も合併しなかった。AT-Ⅲ

≦63%を示した婦人はそうでない婦人に比し 7.7 倍(95%信頼限界 4.0-15.1)肝機能異常合

併の危険が高かった。双胎妊娠では HELLP 症候群合併頻度が高く,中毒症はその発症を予

知しない。AT-Ⅲ活性低下は HELLP 症候群発症の危険因子である。


